
日々の演習

ベクトルベクトル,,座標空間における直線座標空間における直線

◆スタンダード演習

１．平面上に三角形 OABがある。OAを 3：1に外分する点を P , OBを 2：1に内分する

点を Q , PQ と ABとの交点を Rとする。 aOA , bOB とするとき、ORを aと bで表

せ。

（東京学芸大）

２．三角形 OABにおいて、辺 OAを 2：1 に内分する点を C , 辺 OBの中点を Dとし、

線分 ADと線分 BCの交点を Eとする。 aOA , bOB とするとき、OEを aと bを用い

て表すと[ ]となる。また、ABと直線 OEの交点を Fとするとき、
BF
AF

の値は[ ]

である。

（福岡大）

３．正六角形 ABCDEFにおいて、辺 PCの中点を G , 辺 CDの中点を H , 線分 AHと FG

の交点を Pとする。

(1) AFをABとACで表せ。

(2) AP：PHおよび EP：PGを求めよ。

（山形大）

４．三角形 ABCの重心 Gを通る直線が辺 AB , ACと交わるとき、それらの交点をそれぞ

れ D , Eとする。 srcb 
AC
AE,

AB
AD,AC,AB とおく。

(1) AGをb , cで表せ。

(2) GD , GEを r , s , b , cで表せ。

(3) t
GE
GD

とおくとき、r , sを tで表せ。

(4) 1
AE
EC

AD
DB

 を示せ。

（香川大）

５．平面上に平行四辺形 ABCD と点 Pがあり、 0CPBPAP m (ただし、m > 0 )が成り

立っている。

(1) uAB , vAC としてAPをu , v , mを用いて表せ。

(2) 直線 APが辺 BCまたはその延長と交わる点を Qとする。BQ：QCを求めよ。



(3) AP：PQを求めよ。

(4) 三角形 ACDの重心を Gとする。線分 PG が辺 ADと平行になるとき、mの値を求め

よ。

（岡山理科大）

６．平面上の異なる 4点 A , B , C , Pは 0PC4PB3PA2  を満たしている。このとき三

角形 ABCと三角形 PBCの面積の比を求めよ。

（東京電機大）

７． 0 cba かつ 2 accbba であれば| a | =[ ] , aと bのなす角は[ ]π

である。ただし、 ba  は a ,bの内積を表す。

（明治学院大）

８．∠AOB = 60° の三角形 AOBで aOA , bOB , cAB , | a | = | b | = 3とする。

(1) 内積 ba  と大きさ| c |を求めよ。

(2) ベクトル bxcp  の大きさの最小値とそのときの実数 xの値を求めよ。

(3) ベクトル bycp  が三角形 AOBの内角∠Aの二等分線となるとき、実数 yの値を

求めよ。

（聖徳学園岐阜教育大）

９．三角形 ABCにおいて、CA = 5 , CB = 32 であり、また、CAとCBの内積 4CBCA 

である。Aより CBに下した垂線の足を Hとする。

(1) 三角形 ABCの面積は ][ である。

(2) CH：HB = 1：[ ]である。

(3) AHをCAとCBで表すと[ ]である。

(4) AB1：2 をに内分する点を P , CP と AH の交点を Q とし、 CQをCA と CBで表すと

[ ]である。

（千葉工大）

10. 平面上で辺の長さ 1の正三角形を考える。点 Pに対しベクトル v (P)を次で与える。

v (P) = PC2PB3PA 

(1) v (P)は Pに無関係な一定のベクトルであることを示せ。

(2) | PCPBPA  | = | v (P) |となるような点 Pはどんな図形を描くか。

（高知大）

11. 四面体 OABCの辺 OA , BC , OC , AB上にそれぞれ点 P , Q , R , Sを OP：PA = 1：1 ,

BQ：QC = 2：1 , OR：RC = 1：2 , AS：SB = 1：4になるようにとる。

(1) aOA , bOB , cAB として、直線 PQの方程式を媒介変数 tと a ,b , cを用いて表せ。

(2) 直線 PQと直線 RS が交わることを示せ。



（広島大）

12. 一辺の長さが 1である正四面体 OABC がある。辺 ABを 1：3に内分する点を Dとし、

aOA , bOB , cOC とする。

(1) ODを a ,bを用いて表せ。また、大きさ|OD |はいくらか。

(2) CDを a , b , cを用いて表せ。

(3) 内積 CDOD  を求めよ。

(4) ∠ODC = θ とするとき、cos θ の値を求めよ。

（東北学院大）

13. 四面体 OABC において OA = BC , OB = CA , OC = AB とする。 aOA , bOB ,

cOC とするとき、次の問いに答えよ。

(1) )||||||(
2
1 222 cbaba  が成り立つことを示せ。

(2) 辺OAの中点をD、辺 BCの中点を Eとすると、ベクトルDEとベクトルBCは直交

することを示せ。

(3) )(
4
1 cbaOP  をみたす点 Pは、4頂点 O , A , B , Cから等距離にあることを示せ。

（筑波大）

14. Oを原点とする空間に 4OC,22OA  である長方形 OABC がある。辺 OCの中点

をMとし、MBを軸として△PMCを 90° 回転させたとき頂点 Cが点 Pに移ったとする。

また、頂点 Pから長方形 OABCへ垂線 PHを下す。

(1) BH =[ ]である。

(2) BH = - [ ] OA [ ]OCである。

(3) 内積BA ･BPの値は[ ]である。

(4) △BPAの面積は[ ]である。

（金沢工大）

15. 座標空間において、2つのベクトル a =( 2 , - 2 , 1 ) ,b = (1 , - 3 , 1 )がある。

(1) aとbに垂直で原点を通る直線の方程式は[ ]= zである。

(2) tを実数とするとき、ベクトル  atx ( 1 - t ) bの長さが最小になるのは x =[ ]の

とき、その最小値は[ ]である。

（芝浦工大）

16. 直線
1
62

2
6:





 zyxl と点A( 0 , - 1 , - 3 )が与えられている。直線 l上の 2点 B , C

に対し、三角形 ABCが正三角形になるような B , Cの座標を求めよ。

（岐阜大）



17. 2直線 x = y = z … ① ,
1
6

2
11








zyx … ②がある。直線①上の点 A( s , s , s )

と直線②上の点 B( t + 1 , 2t - 1 , - 2t - 1 )について、ベクトルABが①,②のどちらにも垂直

であるように s , tの値を定めよ。また、そのときの点 A , Bの座標と線分 ABの長さを求

めよ。

（佐賀大）

◆標準～発展問題精選集

１．平行四辺形 ABCDにおいて、AB , BCの中点をそれぞれ P , Qとし、CDの 3等分点

を Cの方から順に R , Sとする。

(1) sAB , tAD とするとき、 PRを sと tで表せ。

(2) ARと PSの交点を X , PSと QDの交点を Yとするとき、XYを sと tで表せ。

(3) BDの大きさを|AB | = a , |AC | = b , |AD | = cを用いて表せ。

（お茶の水女子大）

２．三角形 OABにおいて、辺 OAを 3：2に内分する点を C , 辺 ABを m：nに内分する

点を Dとする。線分 ODと線分 BCの交点を Pとし、 aOA , bOB とする。このとき、

次の問いに答えよ。

(1) OD ,OPを m , n , a ,bで表せ。

(2) 辺 OAの中点を Qとする。線分 QPと辺 OBが平行となるときの比 m：nを求めよ。

（新潟大）

３．対辺がともに平行でない平面上の四角形 ABCDにおいて、対辺 ABと CDを延長し

たときにできる交点を E , 対辺 BCと ADを延長したときにできる交点を Fとする。

aBA , cBC , aBE , BC β cとする。

(1) ACの中点を Lとするとき、BLを aと cを用いて表せ。

(2) BD , EFの中点をそれぞれM , Nとするとき、BM ,BNを a , c , α , β を用いて表せ。

(3) L , M , Nが同一直線上にあることを示せ。

（広島大）

４．△ABCの内部に点 Pがあって 0PCPBPA  nm ( m , nは正の数)が成り立っている。

また、直線 APが線分 BCと交わる点を Dとしたとき、Dは線分 BCを t：( 1 - t )に内分

している。

(1) tを m , nで表せ。

(2) AP：PDを m , nで表せ。

(3) ∠ACB =
2
 , ∠BCP = θ , m = 3 , n = 2 , BC = 3ACのとき、tan θ を求めよ。

（神奈川工科大）



５．平面上に異なる定点 A , Bと定円 Oの上を動く点 Pがある。 PB2PA3AQ  によっ

て点 Qを定めるとき、次の問いに答えよ。

(1) 線分 ABを 2：3に内分する点を Cとするとき、 PCを PAと PBで表せ。

(2) 点 Qはどんな図形をえがくか。

(3) 円 Oと直線 ABが共有点を持たないならば、点 Qのえがく図形と直線 ABも共有点を

持たないことを証明せよ。

（鳴門教育大）

６．△OABの辺 OA , OBの中点をそれぞれM , Nとし、線分 BM と ANの交点を Gとす

る。辺 OA , OB上にそれぞれ点 Q , Rをとる。ただし、Q , Rは O , A , Bとは異なる点と

する。さらに、△AGMの内部(周を除く)の点を Pとする。

aOA , bOB ,  axOP y b , atOQ とおく。また、△OABの面積を S , △OQRの

面積を Tとおく。

(1) 点 Pが△AGM の内部を動くとき、実数 x , yの取り得る範囲を xy平面上に図示せよ。

(2) ST
2
1

 のとき、ORを t , bで表せ。

(3) 線分 QRが点 Pを通り、条件 ST
2
1

 を満たすとき、tを x , yで表せ。

（静岡県立大）

７．1辺の長さが 1の正三角形 OABにおいて、 aOA , bOB とする。辺 OA , OBの延

長上に a4OC  , b3OD  となる点 C , Dをとり、∠Oの 2等分線が辺 CDと交わる点を E
とする。

(1) OEを a ,bで表せ。

(2) | PDPCPO  | = 3を満足する点 Pはどのような図形上にあるか。

(3) 線分 OEの、(2)で求めた図形に内部にある部分の面積を求めよ。

（広島県立大）

８． 等脚台形 ABCD(AD∥BC, AB = DC , AD≦BC )に対して、 BC s , | s | = 1 , BA t ,

| t | =k , mts  とする。

(1) ベクトルCDを m , s , tで表せ。

(2) ∠ABCの 2等分線と直線 CDの交点を Eとするとき、ベクトルBEを k , m , s , tで表

せ。

(3)
13
14

k で、Eが辺 CDの中点であるとき、mの値を求めよ。

（新潟大）



９．平面上に互いに平行ではない長さ 1のベクトル a ,bがあり、そのなす角を θ とする。

ベクトル bat  , bat  のなす角が θ に等しいとするとき、次の問いに答えよ。

(1)
2
  のとき tの値を求めよ。

(2) cos θ を tを用いて表せ。

(3) tのとり得る値の範囲を求めよ。

（電通大）

10．AB = 1 , AC = 2 , ∠A = 
3
2

である。△ABCを点 Aのまわりにある角度だけ回転させ

た三角形を△AB’C’とし、点 B’( ≠ B )は線分 BC上にあるとする。

(1) AB'=( 1 - t )AB+ tACを満たす実数 tの値を求めよ。

(2) AC'= rAB+ sACを満たす実数 r , sの値を求めよ。

（大同工大）

11. 平面上に 4つの定点 A , B , C , Dと動点 Pがあり、 aPA , bPB , cPC , dPD

とおく。点 Pが( ba  ) + ( cb  ) + ( dc  ) + ( ad  ) = 0を満たしながら動くときの点 Pの軌跡

を求めよ。

（滋賀医科大）

12. O , A , B , Cは同一平面上にない 4点, s , tは 0 < s < 1 , 0 < t < 1をみたす実数であると

する。線分 OA , BCの中点をそれぞれM , N , 線分 ABを s：1 - sに内分する点を P , 線

分 COを t：1 - tに内分する点を Qとする。

(1) Rは直線MN上の点であるとする。 OR αOA + βOB+ γOCと表すとき、
2
1

  ,

  であることを示せ。

(2) 直線MNと PQが交わるための条件を求めよ。

（京都教育大）

13. 1辺の長さが 1の正四面体 OABCがある。また、 aOA , bOB , cOC とする。

(1) 三角形 ABCを含む平面上の点 Pの位置ベクトルは、  alOP mb + n c , l + m + n = 1
の形に表されることを示せ。

(2)  axOQ yb + z c , x + 2y + 3z = 1の形で表される点 Qはいかなる平面上にあるか。

(3) 点 Oと(2)で与えられた平面との距離を求めよ。

（広島県立大）

14. (1) dは空間内のベクトルで、その長さは 1とする。位置ベクトルがuである点から、

ベクトル方程式 dtm  で表される直線への距離の平方は、| u | 2 - ( du  ) 2であることを示

せ。



(2) 空間内にベクトル a , b , cが与えられていて a , b , cはいずれも長さが 1で、 cは

a , bのいずれとも直交し、 aと bのなす角は θ ( 0 < θ < π )であるとする。

(ⅰ) | ax yb + z c | 2を x , y , z , θ で表せ。

(ⅱ) ベクトル方程式 atm  , btm  , ctm  で表される 3本の直線のすべてに接する半

径 lの球の中心の位置ベクトルを ax y b + z cとして、x > 0 , y > 0 , z > 0を満たす x , y , z
を求めよ。

（神戸商科大）

15. 空間の 2直線
3
7

1
1

2







 zyax ,

12
13








azyx が交わるように aの値を求め、

その交点を通りこれらの 2直線に垂直な直線の方程式を求めよ。

（東京電機大）

16. 直線 l：
22 


zyx

と 2点 A( 6 , 6 , 0 ) , B( 4 , - 1 , - 1 )がある。

(1) A , Bから lに引いた垂線の足を H , Kとするとき、Hの座標は[ ] , Kの座標は

[ ]である。

(2)
BK
AH =[ ]

(3) 点 Pが l上を動くとき、AP + BPが最小となる点 Pの位置の座標は[ ]である。

（昭和薬科大）



解答

◆スタンダード演習

１． ba
5
2

5
3OR 

２．順に ba
4
1

2
1OE  ,

2
1

３．(1) AB2AC  (2) 順に 5:8,7:6

４．(1) cb
3
1

3
1AG  (2) brc 






 

3
1

3
1GD csb 






 

3
1

3
1GE

(3)
t

tstr
3
1,

3
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 (4) 12
1

3
1

321111
AE
EC

AD
DB














t
t

tsrs
s

r
r

５．(1)
2


m

vu (2) 1:1QC:BQ  (3) m:2PQ:AP  (4) 4m

６． 2:9

７．順に 
3
2,2

８．(1)
2
3 (2)

6
5

x のとき、最小値
2
3 (3)

6
77 

９．(1) 11 (2) 2:1HB:CH  (3) CA
3
1

CB (4) CB
5
1CA

5
2



10．(1) BC2BA)BPBC2(BP3)BPBA()( Pv より

(2) △ABCの重心を中心とする半径
3
7
の円を描く

11．(1) ctbtatx
3
2

32
1




 (2) (1)と同様に RSのベクトル方程式は

csbsasx
3

1
55

4 
 より

11
5,

11
3

 st と定めればともに
11

24 cba 
となる。

12．(1)
4

3OD ba 
 ,

4
13|OD|  (2) cba



4

3 (3)
16
5 (4)

13
5

13．(1) 0|OC||AB|||||2)|||||(| 2222222  cabbacba より



(2)
22

ODOEDE acb



 より )()(2BCDE4 bcacb 

)|||||(|2||2||222||2||2 2222222 cbacabcbacabc 

0||||||||||2|||| 2222222  OBCAbcabcaca

(3) 2||222)(2DEOA4 acabaacba 

0||22)|||||(| 2222  acacba より DEOA  、また、Pは DEの中点

で OA = BCから△POD≡△PAD≡△PBE≡△PCEより。

14．(1)
3
34 (2) OC

3
1OA

3
2

 (3)
3
16 (4) 14

3
4

15．(1) zyx  44 (2) )1,2,2( x で、最小値は3

16． )5,3,4(,)1,7,4( 

17．
13
2,

13
5

 ts , 





 






 

13
9,

13
17,

13
11,

13
5,

13
5,

13
5A B ,

13
264AB 

◆ 標準～発展問題精選集

１．(1) ts 
6
1 (2) ts

55
12

55
2

 (3) 222 22 cba 

２．(1) )(1OD bman
nm




 , )(
53

3OP bman
nm




 (2) m：n = 1：3

３．(1)
2

BL ba 
 (2) ca

)1(2
)1(

)1(2
)1(BM













 , ca

22
BN 



(3)
2

)1()1(BLBNLN ca 


 ,
)1(2

)1()1(BLBMLM






 ca
より

４．(1)
nm

nt


 (2) AP：PD = ( m + n )：1 (3)
9
1tan 

５．(1) )PB2PA3(
5
1PC  (2) CO5AO'  をみたす点を O’とおくと、Qは O’を中心

として円 Oの半径の 5倍の円を描く (3) O , O’から直線 ABに下した垂線を OH , O’H’

とおくと、OH：O’H’ = 1：5で、一方、円 Oと円 O’の半径の比も 1：5だから



６．(1) 略 (2) b
t2
1OR  (3)

y
xy

t
4

811 


７．(1) )(
7
12OE ba  (2) △OCDの重心を Gとおくと、Pは Gを中心とする半径 1

の円周上にある。 (3) 35
6
13

42
23



８．(1) smq 2CD  (2) )(
2
1BE tsk
mk




 (3)
13
6

m

９．(1) t = ±1 (2)
||2
1cos

2

t
t 

 (3) 2121,2121  tt

10. (1)
7
4

t (2) 





 

7
5,

7
16),( sr

11. ACの中点をM , BDの中点を Nとすると、Pの軌跡はMNを直径とする円となる。

12. (1) ONOM)1(OR uu  とおくと、 cubuau
222

1OR 


 より (2) s + t = 1

13. (1) ACABAP ts  より (2) 略

14. (1) 略 (ⅰ) x 2 + y 2 + z 2+ 2xycos θ (ⅱ)
)2/cos(2

1


 yx
2

coslz 

15. ( x , y , z ) = ( 2 , - 1 , - 1 ) + u( - 1 , 1 , 1 ) ( uはパラメーター)

16. (1) H( 4 , 2 , - 4 ) , K( 2 , 1 , - 2) (2) 2 (3) 
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